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111.最近の滋賀県下における

発掘調査の紹介

その3

18.弥生~古墳時代の複合遺跡

今津町弘)11字高田 高図館跡

j(.~ 1:1;1"1今w町fに位i位する防閉館閥、遺跡:l;j:、高島パイ
パスli!P.ltにi料、純益した結来、 弥生I時待代-r肯片草墳究時イ代t叩叩}
かけての?絞反合i泌t世I跡てで倹あることが'1判判|抑附司司j刊H明月した。 r高E込書s誌』

に記枕される日間以内太lbIJ:t越義忠が著書官年間(1441-

1443)に居住したといわれる館跡を怨定していたが、

それにl半う泣械 ・足I物l主総胞できなかった.

調1i.の結果、弥生時代の竪穴住居跡2軒 ・方形周溝
墓 1 碁と占Jfl時代のí!.i.t(!3 悲・ t.\ll堅苦~-{t<を検出する。

1~経穴住居li一辺約 7mの方形であり、時期1:1弥生

時代後期頃と考えられる. 4本伎をもち、南墜中央付

近にピット を検出し貯議穴かと思われるo 2Jj予住居I;l、

径約5mの問形であリ、時期li弥生時代中期後半と考

えられる.中央には焼けた衡をむつピットをft認しま戸
跡と忠われる.方形周持母 ~li-Jl1約14m の方形で詩撃の

四隅が浅くなっている.f1If lij!fijま状をなし、南辺と来

辺部の討埋め底B百よより :多況のju物が出土し供献されて

いたものと々えられる。 11喜朗は弥生時代中期後半と思

われる。H予境は径約8mの内成である.主体絡は中
央にE確認し木村的事事と忠われる。l.ïlJ事事 ~dま鉄骨t ・ 5貝恵

苦普を各 1点出土する.周司車内から LíJl~ a~の t下や釜を

数点出土する. 2号:.!.l'tは径約11mの円坑である。主体

部は氷結{直葬と々えられ、その犬きさ 1J:4府1)方が中高2

m、長さ 5m Il.どであり、れi'ili~bl70-80cm、長さ 3.5

m ほどである。 高IJ現~ I~d立西小口付近に欽f抗、*小口付

近に須恋採(J子 7 組 ・ 知 ~~H:'~ 1純 ・級紙 .<:j・'i'f守形M

. :qz底蛍各 1 点)などを出ょする。f，';) il~内からも繋の

破片がまとまって出土している。あるいは、それらの

出土する付近が1"1んだ位巡に符合することなどから問

機内組事告が考えられる。 3サ1ftl:;l径約9mの円以'で、

周織の南半分は消火している.合mのl時l~J は 6 世紀中

頃~後半と考えられる。このような 3)，~の古墳は石田

JlI布岸の平野絡に形成された弘川1i1l't群として迎解し

ていきたい。 (0附滋~9;~文化財保設協会 神谷友利)

19.棺台を設けた横穴式石室

高島町音羽 言語羽吉積書学

高島町南部li比良山系の北阪に{立法する.その内に

主義山をいただいた音羽村の背後に音羽T有償群が所n=.し

ている。音羽吉積群li、6世紀後半から 7世紀を中心

とした横穴式石室を有する訴~れである .

今回調査した古績は、従来知られていた者羽古境若手

より東南に位遣する場所より発見され、字名が石穴と

呼ばれているところから管羽古明書宇石穴支群と名づけ

た.石穴支岩手は従来の背羽i!i坑抑とのあいだには小田

JlIが流れて必 1)地域として区別されていたようである。

現在、古横の数1i40i量以上と他iJl1Jされる.右穴支群

としては16~1泌総した。

間乎f.NfJtは77i~である。

7i!，~の古治は会て、江戸

時代(後JUI-私末)に新

国附発の為、乱掘されて

いる。現状としては、棚

EElの状況であり、古績と

して明磁に確認するのは、

はなはだこんなんである。

U/i;の古績を線認できた
のも、多くのトレンチ調

査によ ってかろうじて、

:rí ~認の法庭部を検出でき

高田館跡 第2号療主体部 音羽古墳群 石穴支群10号機 たことによる.7)J;の古
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.tn I1会て横穴式行室であり、 l~が間有b式であリ、他

は片鍬l式である.築造時期{ま 6世紀後半から 7世紀で

ある.床前の数石施鮫113~であった。墳丘について

は全て取りのぞかれていた.特異な施設としては、 1

基の奥墜近くに結台と推定される平石を検出したこと

であろう.柁台の規脱11最大祭 155cm、最大幅80畑、

厚さ30cmである.柁台の検出例lま中国大陸や朝鮮半島

には見ら11.るが、日本の場合は少ないo ~官台や結床に

ついて、北九州を中心とした装飾古岐にはすこし見受

けられる。

(tIi ~~町教n委只会 白井忠雄 ・谷本博)

20.新庄城の棟相明確に

新旭町新庄新庄城跡

新庄減m幼ドは、 t~ j::， t"1 新)l!!mT新l主に所恋する。関jIt

:lt!!の.ro也は、間l;』雨宮11平野の中央を流れる安曇川の左
/.fさにあたり、.ß'!~':i92mの平地で、制査以前はゴルフ場

.工場 ・水印であ った。

新庄械は、.fiIJillに所鋭があリ詳縦が不明であるが、

天正元年 (1573)に総岡信長の家箆である磯野丹波守

絡がおI:~t市内の支配を目的として入城し、天正六年
(1578)に大講減(i匂ぬ町)に移るまでの6年聞の短

期間、居住したことが知られる.

調査は間近 161号・線バイパス(高島パイバス)の敷

訟に関述するもので、昭和57年6月29日から11月20日

までの約5ヶ月IUJ実施した.

調査では、期 ・布切l巡Wt.土皐状泣総 ・石組井戸 ・

土士1'#宇 ・ 万数遺構 ' ~:ri泌総 ・ 土緋!!f.が検出され 、 輸

入磁総(i'l磁 ・ 白磁・染付)、国èN陶2~ (信楽焼 ・越前

総 ・7古計総 ・瀬戸焼)をはじめとする16世紀代の中世

遺物が出土した。

却~j 3!tIま、今後も4総統しておこなわれる予定であり 、

さらに詳しい新庄減の線中11と性絡が明石在にされよう。

((M)滋i'i~~文化財保泌協会 宮崎!トキ也)

新庄城跡

21.石庖丁形木製品を発見

新旭町針江 鈴江遺跡

針江遺跡鮮は新lt!!町の平野部に立地する.この遺跡

の調廷は建設省の炎ぬiする国道 161号線バイパス工事

に伴い実施した.今臨の悶:ff.区減11針江中遺跡と針江

北遺跡である.以下各遺跡について悦明する。

〔針江中遺跡〕 本遺跡で検出された逃締は、土媛、様、

ピット群等であった.その内特記されるのはナスビ形

沼柄鋤の出土したSK-3と土1艇の北京隣より東に延
ぴる溝を伴う SK-8があげられる.それらのI時期に

ついては土岐内出土の毎I"{rJ!.総(i在日盤、裂等)、ニ仁師総
借りから考えて SK-3、SK-8とも 5世紀末頃と

恩われる。

〔金|江北逃跡) *m跡からはtk11立舵泌物跡、土娘、井
戸、機、ピット ~rr:などの泣桃が+突出された.

4脇立柱建物跡はP.i'3縦で 1Iま桁行3HIJ、梁行2問、
2は桁行211目、後行1fiI]、 311旋回2問、南北2聞の

総柱。

井戸は長制I110師、短剣180師、深さ50cmの刷物をも

つもので外周に 4本の校穴を硲総した。

構 1 Iま9世紀後半から101世紀初頭頃の Lので須!!J.

器(杯身、キ不益、肌等)、土師絡の訴がまとまって出土

した。 2I主将6問、深さ40-5Oc澗で構内から弥生時代

末から古治時代初uJiにかけての多訟の蛮、袋、高杯等
と木製品が出土した.木製品の中には守山市川中遺跡

出土の木庖丁(石J@γ形
木製品)と問機なタイプ

の木Ai了が1点出土して

いる。

((財)滋賀以文化財保泌

協会尾崎好日IJ)

22.奈良時代の土馬

石庖7形木製品

新旭町木津 粟屋国遺跡

楽屋J33ii!湖;(仮;l'fr.)は、，:"ljI;，~ ~"I新池町の北端、 木津地

区の西方に位置し、際問 100mliiJ{去をilliJる饗庭野台地

の低丘陵上に立地している。昭和57年度よリ実施され

る木湾地区団体'M'll場事定例本来・に先立って発織調査を

実施した結果、竪穴住居跡 ・4結五Z持;雄物 ・鴻 ・土焼等
の遺構が検出され、ま長良時代を中心として古墳時代後

期から平安時代の遺物が出ょした.織立住建物は都合

12線検出されたが、全容を明らかにできなかったもの

や時期が下ると考えられるものを除けば、全てが倉Im
形式の建物である.これらの合服鮮は造物の出土状況

から8世紀代にさかのぼる可能性が強〈、現段階では

クリヤという小字名や木i:Itの膝史地理的条{!tから、当

地主主のn納物資である白米を保管、管理していたむの
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とみ・えているが、今回 11 第 8~均査地区 S D10と呼んで

いる鴻から出土した土問について紹介したい.

出土した土馬11土飾1'lで、iiJi総 ・四脚 ・尻尾を欠損
する胸部だけのもので、現存体長16 . 8cm を測る.中~

で尻部に長径4.5cm、短径2.7仰の長締円形の孔、頭部

下方に 2cmX3.5cmの長方形の孔が若手たれている。四

脚 ・尻Eるは胸部 ・尻部の核合館所にそれぞれ直径 0.5
-1.5cm、0.5cmの孔が苦手たれていることから、総状の

ものを差し込んで焼成前に接合されたと思われる。頭

部についても焼成約に俊介されたのであろう。細部の

表現方法11 、般のn~革命 ・ 後給のみ粘土級で表現し(前

輸のみ現存)、他の113よ*やたてがみ・体毛当事はへラ状工

具による総~J で波現している。!およ~{.I1 、手綱 ・ 尻際 ・

|滋j尼・鍬(ブ)1作が淡現されておリ、 HlH安的に鐙を表わ

している)絡が問↑Jl叩'ijに茨税されている。

今回出土した牛馬は、 I I'~で'LJ.・災的な近江的な古式

ゴニ!もて'あり、 小笠原好彦氏による編年の第1段階B形

式に相当するものである。本町では本遺跡、の西nに位

置する波爾布神社J党内よリ、土馬がもう一体出土して

いるが、袋双方法が本起tW*例と鈍っており、これが時

期的な逃いによるものか、また他の理由によるのか今

後の課題と曾えよう。またニ仁馬の出土したSD101主、

一辺約 8.5mの方形に閤っていた溝が、対角線上で切

られたようなプランを待っており、これが本来の姿な

のかあるいは方形であったのかは不明であるが、いず

れにしても焼土やまとまった柱穴が確認されなかった

ため住居跡に伴う桃とは考え熊〈、また土馬以外の遺

物がまった〈出土していないことや地形的にも不合理

な鴻であることから、 1ニ!協に係る祭最e(本例の場合11
祈雨然犯と考・えている)の:J;リ特別に設けられた可能

性があリ、このことにつ

いても今後の際問と 曾え

よう .

(新組問T敏行委日会

図司2司法;)

23，多量の木製品出土

土 馬

近江町長沢奥松戸遺跡

表間観宮誌によると万一町の寺械をもっとされる寺院

跡の存夜が考えられていたが、今回の調査ではそれに

也被関連する成果は外られなかった.

東西にのびる土川にそった{民地の水回部分では、耕

作土下に'1'f灰色粘土層がひろがリ、その下に弥生時代

後期から古償時代にかけての包含層 (スク モ扇)が確

認された。このあたり一帯?は湧水 ・佼透水が非常に多

〈、鰐設の上で大きな支附となったが、そのかわり造

物の残りが良好で、木製品 ・自然木が多量に出土した。

色町町曹司晶 、Z官官，-:::0~ .隆盛・・H・h~乞Y事食事匙b晶;師、，. .;;;;:.，:包弘白 昼間 ..  組曲巴 ・目 ーご ・・If~3 ‘4ニよ望:"~;.・・----

1-τ ー ----.ー久 t L ，Jpjfで 『Tア 号田空~.，~守主:ア‘~.:.~い 7

奥松戸遺跡

土器占は非常に盟i.iである。目下務理II中であるが、湖北

地方の弥生11手代米から ï:':i iJ't 1l寺代のニiニ総制年において i~

箆な資料。といえよう。 j/1fU日の，;:口状口総畿はもとよ

り、W:ilij地方のS~{;状n ~'*~~ .ワイングラス形の高年、

北|陵地方の月彬JUJのニ11(L1*家政等他地域との被触を示

すと忠われる総純も含まれている。

また、古Jftl時代後JUJに低出イ寸けられる須恵総の杯身

・i.i、有主主荷停、縦瓶、 i:e紙若手が大木の械の周囲に散
乱した状況で出土している.

木製品としてはナスビ形成具、盟主持、ゲタ等があリ

自然、木も多い.

竹林等の未聞恨の台地状部で11酋半分が後伎の俊乱

をうけているもようだが、下層から弥生時代末~古境

時代の土器が出土し、滅状iil械が検出された.その上
には、平安時代後期頃のよ絡を!半う遺線部が見られ、

2間X2問の総伎の鋸立特;泌物が4線分検出された。

位穴Iま径30cm余リの円形の小1'1のものである.

また、これらとは別に土川 i小、に止I~作土下より、竹

樋による11官製地訟が6-1王ならんで検出された。竹をfij

材によってiJi紡し、問聞をw灰色粘土によっておおっ
ている。地元の宮市によると明治時代ぐらいまで使用し

ていたらしい。

1983年瓜2もひき続き奥総戸地跡内を例法する予定で

ある。よ立仰が!将位的に1l1~1 しており池桃;検出が緩めて

難しいが、i立跡の広がりや今回の治情等の性格を追求

する上で今後の抑授の成採にょせる~UI待 11大きい。

((附文化財保積協会吉田努則)

24，堂跡下層から石室や住居跡

米原町綬折三大寺跡

三大寺遺跡t立、従来より、米原町大字枝折小字寺尾

及び塚原の地先において瓦の出土することが知られて

おり、付近に寺院跡の存.(1:することが推定されていた

ものである。しかるに、このたび小字塚原地先に必い

て団体営ほ場務備事業が~.~回さ札ると ζ ろとなり、事

前に発繍調授を災地する必要が生じた.調査の対象は
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塚原、のほぼ全域、約 20000m'にわたり、東端に位遣す

る塚原古.lJlをも合む筏聞である.，潟1i:のま古来、周知さ
れていた塚原δ.tJi以外に、続たに、同じ横穴式石室を

持つ 2~の古.tJ1 を発見したのをはじめ、ï5".tJl時代後期

の箆穴式住駁跡3.来以上、白l玖時代のat跡(M:盤)1 
線、平安時代未JlIIの織jI.住建物跡13織を検出している。

竪穴式住居砕li宅跡の下宿にら分布するとともに、塚

原古ザt:下と時期的に投行するむのである。塚原古杭辞
Iま7世紀中頃までのjfi絡が認められ、従って、 6世紀

後半から 7世紀中頃まで、少なくともイヰ塚原付近で

集穏とこれに伴う必地が{;f.在していたことが知れる。

堂跡は;)JilJ~ を減すのみであったが、 J事組問問より多f誌

の瓦が出土した。{平日iしたよ総鎖から 7世紀後半に位

fi1付けられる. r1i J)1 1時代のUH~跡カ<;/JS組下!習にも及ぶ

ことから、:bt主1!JZに |燃してよ~併が!必楽された可能性が

~!l!い。公跡 1:1巡〈と b 8世紀初以にl発絶しているよう

だが、以降付近の土地利用はなかったようであり 、平

安11事代米J切にな って 、 flj.ぴ、 t~!立役主ß物による集落が

営まれている。なお、塚原占.tJlll手からは多量の副葬品

とともに、人骨が非常に良好な状態で出土し、被葬者

の副理成を知る 1't虫な資料を~!Jることができた。

( i鐙賀県教育委只会 問中勝弘)

25.渡岸寺の寺域を想定

高月町波声草寺 波岸寺遺跡

県営IlJ~~宣伝UIこ f下う調炎で、国宝+一面総音{象で有

名な伊待郡高月町滋伴寺のすぐ東側に遺跡{主位訟する。

潟貨は水路計画部分のみ行い、寺院に関述する遺構検

出が予先まされたが、 11ば 6i!!:紀-7世紀代にかけての

集洛跡であることが'問l凋し、懸穴住1i!l-3事干と鍛立絵建

物群および桃若手が凡つかった。ただ液中寺若手リのほぼ

南北に走る械はかつての波打守王子の守・域の京阪を示すも

のとも五考えられる。これと「守的」毒事の寺に関係する

字名 ・水路 i泣lIItとを々え会わせると、ほぽ現在の波

l手寺と短絡iしてー町主|土I/q方位l交の守械が想定される。

な必瓦については粂虫1lln~Ujニ中から 3 片UI土したのみ

渡岸寺遺跡 II区竪穴住居跡 ・綴立柱建物跡

て'あった. ( iii釘県教rlt'iJ1会問I.B政"I't) 

26.古墳~平安時代の集落跡

栗東町高野高野遺跡

菜東町高野字五反mのち1&造成(3000m')予定地にお
ける事前試掘調脊で、 3時JIIIのi立総が倹tl:lされ、 571f.
7月よリ12月まで全面を湖炎した.その結袋、 10世紀

-11世紀代の磁立村:ls物9棟以上と上娩等および、 6

世紀後半のj件、市.tltO年代初oJiJiのj五形雪量火式住民14縦を
発見した.

掘立住建物の~tt:llIi 2 . 2 m -2 _ 5 mをi!ill')、九t大規桜
のむので6Itn>く7fBl以上て" 4時J切にわたる虫桜があ
り、511HX 6問、 5II[JX 511HとどtLt比蚊的規絞の大

きいものである。その他、 21:1JX41111南北附付のLの、

2問X5 rfl)のむのもある。これらとほぼ|司fI制闘の;出i椛
として、土m~llll数十枚とともに品M十二銭をどRめた小

ピットが数か所あり、さらにそhらが泌物外の区域に

集中する。皇制十二銭li延Wiw3i:がはとんどで、他に
承和畠宝3校が出ょした.他に土繍 2;1&があり、とも

に良好な遺物を多数出土した.

6世紀の鴻は 3条検出されたが、不強}j向にmUl、
分流しておリ性絡は明らかでない.また、同期の他の

遺構も見られない.

2次遺構商の方形竪穴住居Hi14械検出され、どれも

良好に残存する.深いもので床iliiまで60cmで、平均的
には40cmのものが多い.設大のものは 8m[ll17を測リ 、

小さいもので4m四方である.-M!艇の大小の組み合わ
せによる分額は可能であるが、切り令うものが見られ

ず時期差は現在来縫湿のため不明である。この笠穴式

住居 (SH-9) より小破f}j~鋭が出土しておリ興味を

ひく。床間ょの炭化物府の上而からtl¥ょしておリ若干

の問題は残るが、当遺跡の;[j;くには三角級事1I獣鋭を出

土した前期古墳の岡山j'._liJj'tがあり、議城と{主l忌械の関

連のなかに、この投楽された小~\'!イ力製鋭が位世づけら

れる可能性があると辺、われる。

"" . 

(架東町文体本語絵図 平井均一)
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